
土
岐
市
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
一
日

　

土
岐
市
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
一
日

に
、
旧
土
岐
津
町
・
下
石
町
・
妻
木
町
・

に
、
旧
土
岐
津
町
・
下
石
町
・
妻
木
町
・

駄
知
町
・
泉
町
・
鶴
里
村
・
曽
木
村
・

駄
知
町
・
泉
町
・
鶴
里
村
・
曽
木
村
・

肥
田
村
の
八
カ
町
村
が
合
併
し
、
当
時

肥
田
村
の
八
カ
町
村
が
合
併
し
、
当
時

県
下
第
三
位
の
人
口
五
万
百
十
三
人
、

県
下
第
三
位
の
人
口
五
万
百
十
三
人
、

九
千
三
百
六
十
一
世
帯
を
抱
え
る
工
業

九
千
三
百
六
十
一
世
帯
を
抱
え
る
工
業

都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

都
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
市
内
に
立
ち
並
ぶ
無
数

　

そ
の
当
時
、
市
内
に
立
ち
並
ぶ
無
数

の
煙
突
か
ら
は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
煙

の
煙
突
か
ら
は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
煙

が
立
ち
上
り
、
美
濃
焼
生
産
地
の
首
都

が
立
ち
上
り
、
美
濃
焼
生
産
地
の
首
都

に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し

に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
た
。以

来
、
二
宮
安
徳
市
長
、
水
野
沖
三

　

以
来
、
二
宮
安
徳
市
長
、
水
野
沖
三

市
長
、
塚
本
保
夫
市
長
の
三
代
に
わ
た

市
長
、
塚
本
保
夫
市
長
の
三
代
に
わ
た

る
市
長
の
も
と
、
住
宅
団
地
や
工
業
団

る
市
長
の
も
と
、
住
宅
団
地
や
工
業
団

地
の
造
成
、
道
路
整
備
な
ど
、
都
市
と

地
の
造
成
、
道
路
整
備
な
ど
、
都
市
と

し
て
の
発
展
を
進
め
る
一
方
、
荒
廃
し

し
て
の
発
展
を
進
め
る
一
方
、
荒
廃
し

た
山
々
の
緑
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
暮

た
山
々
の
緑
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
土
岐
市

ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
土
岐
市

は
そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

は
そ
の
姿
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
ま
ち
が
歩
ん
で
き
た

　

今
回
は
、
こ
の
ま
ち
が
歩
ん
で
き
た

そ
ん
な
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

そ
ん
な
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。

み
ま
し
た
。



　

市
制
施
行
は
、
私
が
大
学
一
年

生
の
時
で
あ
り
、
感
慨
無
量
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
年
、
期
末
試
験
を
控
え
て

虫
垂
炎
を
患
い
、
手
術
入
院
す
る

こ
と
と
な
り
、
で
き
た
ば
か
り
の

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
の
真
下
に
近
い

所
に
下
宿
い
た
し
ま
し
た
が
、
プ

ロ
レ
ス
の
力
道
山
が
大
活
躍
の
時

代
で
、
電
器
店
の
前
は
黒
山
の
人

だ
か
り
で
あ
っ
た
の
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

半
年
ほ
ど
の
下
宿
生
活
を
終
え

て
、
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
り
、
中

央
線
の
土
岐
津
駅
で
駄
知
線
に
乗

り
換
え
、
い
よ
い
よ
駄
知
に
入
る

手
前
に
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
駄

知
の
街
が
眼
前
に
広
が
っ
た
の
を

見
て
、
思
わ
ず
深
く
て
熱
い
感
動

を
覚
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
「
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と
故ふ

る

   
 
郷 さと

で
あ
っ
た
」
感
が
し
、
故
郷
の
あ

り
が
た
さ
と
懐
か
し
さ
が
込
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
は
青
年
団
活
動
が

活
発
で
、
駄
知
青
年
団
は
団
員
約

千
人
、
十
二
分
団
で
編
成
さ
れ
て

お
り
、
私
が
団
長
と
し
て
参
加
し

た
夏
の
連
合
青
年
団
陸
上
競
技
大

会
で
は
、
完
全
優
勝
の
十
連
覇
を

達
成
し
、
当
時
の
松
野
知
事
を
迎

え
、
花
火
を
打
ち
上
げ
て
の
大
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
に

は
、
県
代
表
と
し
て
全
国
青
年
演

劇
大
会
で
、
県
下
初
の
文
部
大
臣

賞
受
賞
の
栄
に
浴
し
、
皆
の
力
が

集
ま
れ
ば
、
大
き
な
力
と
な
る
こ

と
を
実
感
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な

経
験
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
地
場
の
陶
磁
器
産
業
は

当
時
、
ト
ン
ネ
ル
窯
築
造
の
初
期

で
あ
り
、
生
産
形
態
も
急
速
に
機

械
化
が
進
み
始
め
ま
し
た
が
、
一

般
的
に
は
林
立
す
る
煙
突
か
ら
幾

条
も
の
黒
煙
が
吹
き
出
し
、
夜
に

は
真
っ
赤
な
炎
が
見
え
、
下
石
町

で
は
山
の
斜
面
の
登
り
窯
か
ら
も

う
も
う
と
黒
煙
が
吹
き
出
す
と
い

う
具
合
に
、
大
変
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
活
気
の
感
じ
ら
れ
る
風
景
で
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
燃
料
が 
薪 
や
石
炭
か

ま
き

ら
重
油
に
転
換
す
る
の
に
従
い
、

亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
公
害
が
顕
在

化
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
重
油
の

低
硫
黄
化（
ロ
ー
サ
ル
フ
ァ
ー
化
）

が
進
み
、
さ
ら
に
ガ
ス
へ
の
転
換

が
進
ん
で
環

境
は
改
善
さ

れ
、風
景
も
一

変
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た

燃
料
革
命
は

家
庭
に
も
及

び
、薪
炭
材
と

し
て
の
木
材

利
用
が
激
減

す
る
一
方
で
、

長
年
の
熱
心

な
治
山
事
業
が
実
を
結
び
、
日
本

三
大
荒
廃
地
の
一
つ
と
ま
で
い
わ

れ
た
土
岐
の 
禿
山 
が
、
特
に
こ
の

は
げ
や
ま

五
十
年
で
見
事
に
緑
を
復
活
さ
せ

ま
し
た
の
は
、
ま
さ
に
日
本
の
モ

デ
ル
と
も
な
る
奇
跡
的
な
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
今
日
の
土
岐
市
の
豊

か
な
緑
は
�
環
境
の
世
紀
�
を
象

徴
す
る
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
私

た
ち
土
岐
市
民
の
貴
重
な
財
産
と

し
て
、
今
後
と
も
守
り
育
て
て
い

き
た
い
も
の
と
念
願
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

土岐市長　 塚　本　保　夫大学１年生当時の
土岐市長

連合青年団陸上競技大会十連覇を
達成した駄知青年団　　　　　　

過ぐる半世紀を回顧して



駄知町に置かれた市庁舎 市制施行を報じた市広報 

�
昭
和　

年
（
１
９
５
５
年
）

３０

２
月　

市
制
施
行
、
市
庁
舎
を
駄
知
町
に
置
く

３
月　

初
代
市
長
に
二
宮
安
徳
氏
が
当
選

５
月　

第
一
回
市
民
総
合
体
育
大
会
を
開
催

８
月　

第
一
回
土
岐
市
花
火
大
会
を
開
催

�
昭
和　

年
（
１
９
５
６
年
）

３１

２
月　

土
岐
市
一
周
駅
伝
始
ま
る

７
月　

三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設

８
月　

国
保
中
央
病
院
開
設

�
昭
和　

年
（
１
９
６
３
年
）

３８

２
月　

泉
町
地
内
で
ウ
ラ
ン
鉱
発
見

同
月　

市
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
６
４
年
）

３９

７
月　

全
国
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大

会
開
催

�
昭
和　

年
（
１
９
６
５
年
）

４０

２
月　

泉
町
に
市
営
球
場
が
完
成

４
月　

市
消
防
署
が
完
成

　

月　

第
二
十
回
国
民
体
育
大
会
を
開
催

１０同
月　

国
鉄
土
岐
津
駅
が
土
岐
市
駅
に

�
昭
和　

年
（
１
９
５
７
年
）

３２

２
月　

市
庁
舎
を
土
岐
津
町
に
移
転

８
月　

未
曽
有
の
豪
雨
が
土
岐
市
を
襲
う

　

月　

土
岐
電
報
電
話
局
（
自
動
式
）
が
開
局

１１�
昭
和　

年
（
１
９
５
８
年
）

３３

３
月　

し
尿
処
理
場
が
完
成

５
月　

市
立
陶
磁
器
試
験
場
を
開
設

�
昭
和　

年
（
１
９
５
９
年
）

３４

９
月　

伊
勢
湾
台
風
で
甚
大
な
被
害

�
昭
和　

年
（
１
９
６
２
年
）

３７

４
月　

県
立
土
岐
高
等
学
校
開
校

下石小学校が倒壊するなど市内の被害額は 
１４億６千万円に上りました。 
（写真は倒壊した下石小学校） 

本市でウエイトリフティング・軟式野球を開催 



この開通と同時に土岐ＩＣも供用を開始 
鉄橋は復旧されることなく２年後に廃線 
となりました。 

�
昭
和　

年
（
１
９
６
６
年
）

４１

　

月　

新
市
庁
舎
が
完
成

１２�
昭
和　

年
（
１
９
６
７
年
）

４２

７
月　

第
一
期
旭
ヶ
丘
住
宅
団
地
が
完
成

８
月　

全
日
本
軟
式
野
球
大
会
を
開
催

�
昭
和　

年
（
１
９
６
８
年
）

４３

４
月　

国
鉄
土
岐
市
駅
舎
が
完
成

６
月　

市
青
年
の
家
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
７
０
年
）

４５

５
月　

県
青
少
年
総
合
活
動
セ
ン
タ
ー（
若
人

の
丘
）
が
完
成

　

月　

西
陵
団
地
が
完
成

１１�
昭
和　

年
（
１
９
７
１
年
）

４６

４
月　

国
道　

号
バ
イ
パ
ス
開
通

１９

　

月　

市
議
会
が
「
公
害
防
止
都
市
」
を
宣
言

１２

�
昭
和　

年
（
１
９
７
２
年
）

４７

４
月　

市
文
化
会
館
が
完
成

７
月　

集
中
豪
雨
で
駄
知
線
の
鉄
橋
が
流
失

８
月　

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

月　

土
岐
市
学
制
百
年
記
念
式
典
を
開
催

１２�
昭
和　

年
（
１
９
７
３
年
）

４８

３
月　

泉
町
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

８
月　

浅
野
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

９
月　

中
央
自
動
車
道
多
治
見－
瑞
浪
間
開
通 

�
昭
和　

年
（
１
９
７
４
年
）

４９

３
月　

復
旧
治
山
事
業
が
完
成

　

月　

東
濃
鉄
道
駄
知
線
廃
止

１０�
昭
和　

年
（
１
９
７
５
年
）

５０

４
月　

二
代
市
長
に
水
野
沖
三
氏
当
選

同
月　

陶
史
の
森
が
完
成

６
月　

三
国
山
荘
が
完
成

８
月　

市
民
プ
ー
ル
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
７
６
年
）

５１

５
月　

美
濃
焼
卸
商
業
団
地
が
完
成

６
月　

休
日
急
病
診
療
所
開
設

�
昭
和　

年
（
１
９
７
７
年
）

５２

５
月　

泉
北
団
地
の
造
成
完
了

完成した当時の市庁舎 

その後幾多の整備がなされ、今では年間来 
場者数６万人を数える陶史の森 
（写真は現在の陶史の森） 
 



イタリアでの盟約式の様子 

�
昭
和　

年
（
１
９
７
８
年
）

５３

４
月　

市
図
書
館
が
完
成

同
月　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
濃
陶
生
苑
が

完
成

　

月　

焼
津
市
と
ス
ポ
ー
ツ
姉
妹
都
市
締
結

１０�
昭
和　

年
（
１
９
７
９
年
）

５４

４
月　

県
立
土
岐
北
高
等
学
校
開
校

７
月　

美
濃
陶
磁
歴
史
館
が
完
成

　

月　

イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
市
と
姉
妹

１０

都
市
提
携

�
昭
和　

年
（
１
９
８
０
年
）

５５

２
月　

市
民
憲
章
制
定

５
月　

財
産
区
有
林
で
山
林
火
災
、
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
消
失

　

月　

資
源
ご
み
回
収
ス
タ
ー
ト

１０

�
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

２
月　

市
の
花
・
木
・
歌
を
制
定

３
月　

市
環
境
セ
ン
タ
ー
が
完
成

同
月　

ひ
だ
保
育
園
が
完
成

�
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）

３
月　

妻
木
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

４
月　

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
が
完
成

同
月　

下
石
大
橋
が
開
通

　

月　

ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
土
岐
が
完
成

１０
　

月　

消
防
庁
舎
・
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成

１１
　

月　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
足

１２�
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

３
月　

駄
知
中
学
校
が
完
成

６
月　

稚
児
岩
大
橋
が
開
通

肥田川の渓谷に架橋されたこの橋は、長さ１４５ｍ、高さ約 
６０ｍ。夜にはライトアップされた美しい姿を見せています。 

�
昭
和　

年
（
１
９
８
１
年
）

５６

４
月　

美
濃
焼
伝
統
産
業
会
館
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
８
２
年
）

５７

４
月　

市
文
化
プ
ラ
ザ
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
８
３
年
）

５８

４
月　

三
代
市
長
に
塚
本
保
夫
氏
当
選

�
昭
和　

年
（
１
９
８
５
年
）

６０

２
月　

肥
田
中
学
校
が
完
成

３
月　

市
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

４
月　

公
共
下
水
道
供
用
開
始

�
昭
和　

年
（
１
９
８
６
年
）

６１

３
月　

土
岐
口
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

同
月　

土
岐
津
中
学
校
が
完
成

�
昭
和　

年
（
１
９
８
８
年
）

６３

３
月　

濃
南
中
学
校
が
完
成

５
月　

市
立
総
合
病
院
開
院

　

月　

泉
中
学
校
が
完
成

１１�
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

２
月　
「
織
部
の
日
」
制
定

４
月　

新
土
岐
川
橋
が
開
通

７
月　

西
山
工
業
団
地
が
完
成

９
月　

９
月　

日
豪
雨
災
害

２０



土岐市の歴史・文化の発信拠点として整備 
された織部の里公園 

�
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

４
月　

肥
田
公
民
館
が
完
成

５
月　

国
指
定
史
跡
「
元
屋
敷
陶
器
窯
跡
」
の

発
掘
調
査
に
着
手

�
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）

４
月　

市
総
合
公
園
が
全
面
開
園

同
月　

下
石
公
民
館
が
完
成

８
月　

市
立
陶
磁
器
試
験
場
・
セ
ラ
テ
ク
ノ
土

岐
が
完
成

９
月　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
館
が
完

成

�
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

　

月　

市
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
完
成

１１
　

月　

恵
風
荘
が
完
成

１２�
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）

　

月　

環
境
保
全
都
市
宣
言

１２同
月　

第
一
回
ユ
ー
モ
ア
陶
彫
展　

を
開
催

'９７

�
平
成　

年
（
１
９
９
８
年
）

１０

４
月　

市
史
編
さ
ん
室
を
設
置
し
、
新
市
史
の

編
さ
ん
に
着
手

７
月　

道
の
駅
「
ど
ん
ぶ
り
会
館
」
オ
ー
プ
ン

　

月　

第
一
回
土
岐
市
農
業
祭
を
開
催 

１１

�
平
成　

年
（
１
９
９
９
年
）

１１

２
月　

老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
が
完
成

３
月　

南
消
防
署
・
南
防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成

同
月　

泉
西
公
民
館
が
完
成

　

月　

西
陵
中
学
校
が
完
成

１０�
平
成　

年
（
２
０
０
０
年
）

１２

８
月　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
（
本
市
で
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
）

　

月　

市
民
バ
ス
と
き
め
き
と
き
号
運
行
開
始

１０�
平
成　

年
（
２
０
０
１
年
）

１３

５
月　

曽
木
町
に
上
水
道
が
通
水
し
、
市
内
全

域
で
上
水
道
の
給
水
体
制
が
整
う

　

月　

下
石
小
学
校
が
完
成 

１１

�
平
成　

年
（
２
０
０
２
年
）

１４

３
月　

駄
知
公
民
館
・
体
育
館
が
完
成

同
月　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定

�
平
成　

年
（
２
０
０
３
年
）

１５

４
月　

織
部
の
里
公
園
が
開
園

�
平
成　

年
（
２
０
０
４
年
）

１６

３
月　

妻
木
公
民
館
が
完
成

４
月　

道
の
駅
「
志
野
・
織
部
」
が
オ
ー
プ
ン

５
月　

茶
室
「
暮
雪
庵
」
織
部
の
里
公
園
に
移

築
完
成

８
月　

土
岐
川
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事

業
が
完
了

市庁舎前での発車式の様子 



　

自
分
が
土
岐
市
と
同
じ
年
齢
だ

と
知
っ
た
の
は
、「
土
岐
市
制
十
周

年
」
と
記
さ
れ
た
ハ
ン
カ
チ
を
学

校
で
受
け
取
っ
た
小
学
校
四
年
生

の
時
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
土

岐
川
の
水
は
白
く
濁
り
、
窯
ど
こ

の
あ
ち
こ
ち
の
煙
突
か
ら
は
、
煙

が
勢
い
よ
く
上
が
る
と
い
う
高
度

経
済
成
長
の
真
っ
只
中
で
し
た
。

　

四
十
年
た
っ
た
今
、
土
岐
市
に

は
公
共
施
設
・
道
路
・
水
道
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
が
そ
ろ
い
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
世
代
は
、
土

岐
市
の
発
展
と
と
も
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
思
い
を
持
ち

ま
す
。

　

世
の
中
も
Ｉ
Ｔ
化
が
こ
こ
数
年

の
間
に
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

以
前
と
比
べ
て
、
な
ん
と
便
利
で

豊
か
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
今

は
、
少
な
い
歳
入
の
中
で
市
政
が

運
営
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
と

な
り
、
今
ま
で
の
よ
う
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
現
在
あ
る
物

的
資
源
や
人
的
資
源
（
特
に
中
高

年
者
）
を
生
か
す
こ
と
や
、
子
ど

も
を
産
み
た
く
な
る
環
境
を
作
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
土

岐
市
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

中
学
を
卒
業
後
、
集
団
就
職
の

貸
し
切
り
列
車
に
揺
ら
れ
て
熊
本

県
阿
蘇
郡
か
ら
土
岐
市
に
来
た
の

は
、
昭
和
三
十
三
年
の
時
で
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
毎
年
何
百
人
と

い
う
子
ど
も
が
土
岐
市
の
「
窯
や

さ
ん
」
な
ど
に
就
職
し
て
い
ま
し

た
。
働
き
始
め
た
こ
ろ
の
給
料
は
、

日
給
二
百
円
く
ら
い
。
休
み
も
毎

月
一
日
と
十
五
日
だ
け
で
、
と
に

か
く
休
み
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
も

の
で
す
。
妻
木
町
に
一
軒
あ
っ
た

映
画
館
に
行
っ
た
り
、
野
球
を
す

る
の
が
娯
楽
で
し
た
。
当
時
は
、

窯
や
さ
ん
ご
と
に
野
球
チ
ー
ム
が

あ
っ
て
、
野
球
大
会
な
ど
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
土
岐

市
が
軟
式
野
球
の

開
催
地
に
な
っ
た

昭
和
四
十
年
の
国

体
は
、
印
象
深
い

出
来
事
で
す
。

　

町
中
、
煙
突
だ

ら
け
で
活
気
が

あ
っ
た
こ
ろ
か
ら

五
十
年
近
く
た
っ

て
、
こ
の
町
の
景
色
も
ず
い
ぶ
ん

変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

若
い
人
に
も
お
年
寄
り
に
も
安
全

で
暮
ら
し
や
す
い
町
で
あ
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

市
制
施
行
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

土岐市の発展とともに
　生きることが
　できた世代です

纐纈貴美子さん（泉町）

このまちの景色も
ずいぶん変わりました
菅尾勝年さん（妻木町）

妻木町内を走る
国体の聖火リレー



　

忙
し
い
今
は
、
あ
ま
り
田
舎
に

帰
れ
な
い
け
ど
。
五
十
年
た
つ
と
、

き
っ
と
ま
わ
り
の
景
色
が
変
わ
っ

て
い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
ー
。
生
ま
れ

育
っ
た
土
岐
の
思
い
出
、
火
の
色

を
見
て 
薪 
を
く
べ
る「
焼
き
手
さ
」

ま
き

と
呼
ば
れ
る
職
人
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
が
好
き
で
、
ガ
キ
の
こ
ろ

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
く
っ
つ
い
て
は 
薪 まき

を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
た
。「
焼
き

手
さ
」
は
普
段
は
ブ
ス
っ
と
し
て

て
、
で
も
、
窯
か
ら
茶
碗
取
り
出

し
て
良
い
焼
き
具
合
だ
と
ニ
ッ
コ

リ
す
る
。
な
ー
ん
と
も
言
え
な
い

顔
な
ん
だ
よ
ね
。
家
で
は
「
焼
き

手
さ
」
の
た
め
に
米
を
蓄
え
て
い

た
の
で
、
仕
事
が
終
わ
る
と
必
ず

に
ぎ
り
飯
を
出
す
。
そ
の
に
ぎ
り

飯
ち
ぎ
っ
て
、「
お
い
、
坊
。
食

え
」
っ
て
、
オ
レ
に
ボ
ソ
ッ
と
言

う
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
無
骨
な
や
さ

し
さ
は
今
も
忘
れ
な
い
。
当
時
は

戦
争
中
で
口
に
す
る
の
は
芋
ば
っ

か
り
。
七
人
き
ょ
う
だ
い
で
腹
す

か
せ
て
た
か
ら
、
ほ
ー
ん
と
う
ま

か
っ
た
。

　

十
五
歳
で
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、

千
葉
に
あ
る
全
寮
制
の
高
校
に
入

学
、
短
大
も
卒
業
し
て
、
ふ
ら
っ

と
「
映
画
で
も
や
る
べ
か
な
」
と

役
者
を
意
識
し
た
の
が
、
こ
の
世

界
に
入
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
ね
。

当
時
は
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
い
う

制
度
が
映
画
ス
タ
ー
へ
の
登
竜
門

で
、
高
倉
健
さ
ん
な
ど
が
そ
う
。

と
こ
ろ
が
周
り
か
ら
は
「
お
ま
え
、

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
と
て
も
無
理

だ
。
新
劇
っ
て
い
う
の
が
あ
る
け

ど
、そ
っ
ち
の
ほ
う
が
え
え
ぞ
」っ

て
言
わ
れ
、
劇
団
の
養
成
所
の
試

験
を
受
け
て
み
た
。
年
に
一
回
の

試
験
で
落
ち
て
は
田
舎
に
帰
り
、

や
っ
と
三
度
目
に
俳
優
座
に
合
格
。

ち
ょ
う
ど
土
岐
市
が
誕
生
し
た
年

の
昭
和
三
十
年
、
二
十
二
歳
の
時

だ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
人
に
恵
ま

れ
、
役
に
恵
ま
れ
、
思
い
も
よ
ら

ぬ
大
海
に
出
て
し
ま
っ
た
。
特
に

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
北
の
国
か
ら
』

は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
大

事
な
仕
事
で
、
演
技
に
対
す
る
新

た
な
発
見
が
あ
っ
た
と
思
う
。
最

近
の
香
取
慎
吾
君
ら
若
い
人
に
囲

ま
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
新
撰
組
」

も
そ
う
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
相
変

わ
ら
ず
風
と
波
に

漂
う
人
生
が
続
く

ん
じ
ゃ
な
い
か

な
ぁ
ー
。

　
「
ふ
る
さ
と
土

岐
」
も
ま
だ
ま
だ

い
っ
ぱ
い
自
然
が

残
っ
て
い
る
よ
。
そ
の
自
然
を
縫

う
よ
う
に
新
し
い
自
動
車
道
が
走

り
抜
け
、
こ
れ
か
ら
大
勢
の
人
が

土
岐
に
押
し
寄
せ
て
く
る
。
楽
し

み
だ
ね
。
そ
し
て
、
今
こ
う
い
う

時
期
だ
か
ら
こ
そ
、「
土
岐
の
や
き

も
の
」
に
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
な
。

西
洋
の
し
ゃ
れ
た
陶
磁
器
や
ガ
ラ

ス
製
品
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
よ
。

だ
け
ど
一
番
ホ
ッ
と
す
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
「
土
岐
の
や
き
も
の
」

だ
ね
。
色
合
と
い
い
、
手
触
り
と

い
い
、
一
つ
ひ
と
つ
違
っ
て
い
て
、

何
か
人
格
の
よ
う
な
も
の
さ
え
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
。
こ
の

五
十
周
年
を
機
に
、
今
後
ま
す
ま

す
「
ふ
る
さ
と
土
岐
」
の
元
気
な

ニ
ュ
ー
ス
が
聞
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
。

俳優座時代の田中邦衛さん

俳　優　田　中　邦　衛さん
（土岐津町出身）

市制５０周年おめでとうございます


